
交渉に先立って行われた決起集会の様子。
関東地方の建設労組から賃上げを求める仲間が集結

関分会長（いずれも写真右）から記念品を渡される
小田澤仁三郎さん（1枚目左）と岸實さん（2枚目左）

イライラ棒アトラクションの様子。
ゴールまでもうすぐ、がんばれ！

と
共
に
長
谷
工
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
の
交
渉
に
臨
み
ま
し

た
。

　

他
県
の
組
合
員
か
ら
、
1
月

契
約
分
か
ら
単
価
が
引
き
上
げ

ら
れ
た
と
の
事
前
情
報
が
あ
り
、

企
業
側
か
ら
も
認
め
る
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
企
業

側
が
現
場
従
事
者
に
お
こ
な
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
約
で
は
む

し
ろ
下
が
っ
て
い
る
職
種
も
あ

り
、
全
体
の
底
上
げ
に
は
ま
だ

ま
だ
遠
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

物
価
の
上
昇
が
著
し
い
中
、
株

主
か
ら
も
さ
ら
な
る
賃
上
げ
要

請
を
受
け
て
い
る
と
の
指
摘
が

仲
間
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、
今

後
の
さ
ら
な
る
賃
上
げ
に
つ
い

て
は
「
建
設
物
価
の
数
値
に
基

づ
き
決
定
す
る
」
と
の
主
張
を

崩
さ
な
い
ま
ま
で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
拡
大
を
理

由
に
、
交
渉
先
で
は
唯
一
対
面

か
ら
W
e
b
で
の
開
催
に
変
更

と
な
り
ま
し
た
。
来
年
は
対
面

で
の
開
催
に
期
待
し
ま
す
。

　

な
お
、
支
部
で
は
大
手
企
業

現
場
の
情
報
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。「
こ
こ
の
現
場
は
待

遇
が
ひ
ど
い
」「
改
善
し
て
ほ

し
い
」
と
い
っ
た
現
場
の
声
を

支
部
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

賃
金
対
策
担
当
書
記

村
井  

瑛
道

　

10
月
19
日
・
20
日
の
2
日
間
、

大
手
企
業
交
渉
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

企
業
交
渉
は
、
ゼ
ネ
コ
ン
・

サ
ブ
コ
ン
・
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
・

パ
ワ
ー
ビ
ル
ダ
ー
な
ど
の
大
手

企
業
と
年
2
回
、
賃
上
げ
や
現

場
の
待
遇
改
善
に
向
け
て
交
渉

を
行
う
と
り
く
み
で
す
。
清
瀬

久
留
米
支
部
は
10
月
20
日
、
神

奈
川
や
千
葉
な
ど
他
県
の
仲
間

　

10
月
か
ら
、
88
歳
以
上
の
組

合
員
に
記
念
品
を
贈
る
「
長
寿

の
お
祝
い
」
制
度
が
始
ま
り
ま

し
た
。
制
度
は
じ
め
の
今
回
、

88
歳
以
上
の
組
合
員
計
10
人
に
、

文
字
入
り
の
有
田
焼
湯
呑
み
と

和
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。

　

2
人
の
対
象
者
が
い
た
松
竹

分
会
で
は
、
17
日
に
行
わ
れ
た

合
同
群
会
議
の
場
で
関
分
会
長

か
ら
直
接
手
渡
さ
れ
、
会
場
は

拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

松
竹
分
会
担
当
書
記

村
井  

瑛
道

　第5回  KIYOKURU俳句と川柳の応募を10月31日
に締め切り、合計で●●作品の応募がありました。ご応
募いただいたみなさん、ありがとうございました。
　11月から、頂いた作品の投票が始まります。群会議
等で応募作品を掲載しますので、「これこそは…」と思
う作品に投票をお願いいたします。

　

10
月
22
日
（
日
）、
清
瀬
駅

北
口
の
駅
前
通
り
で
行
わ
れ
た

「
き
よ
せ
市
民
ま
つ
り
」
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
月
1
日
に
お
こ
な
わ
れ
た

「
東
京
土
建
の
日
」
の
経
験
を

踏
ま
え
、
イ
ラ
イ
ラ
棒
製
作

キ
ッ
ト
の
販
売
に
加
え
て
急
遽

イ
ラ
イ
ラ
棒
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
出
店
し
た
今
回
。
盛
況
の

会
場
内
で
呼
び
か
け
を
行
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
の
べ
１
９
９
人

の
参
加
者
を
迎
え
ま
し
た
。

　

道
行
く
人
か
ら
も
、
や
っ
て

み
た
い
と
い
う
子
供
の
声
、
懐

か
し
い
と
い
う
大
人
の
声
が
あ

り
好
評
に
終
わ
り
ま
し
た
。

松
竹
分
会　

尾
芦 

富
雄

物
価
上
昇
に

　

追
い
つ
か
な
い
賃
金

長寿のお祝い
はじめました

KIYOKURU
俳句と川柳

投票受付中です

きよせ市民まつりに

東京土建も参加

発　行　所

〒203-0054 東久留米市中央町5-10-17
TEL
FAX
発行者
編集者

尾　芦　富　雄
村　井　瑛　道

042-473-8751
042-473-8753

東京土建一般労働組合
清瀬久留米支部教育宣伝部

2面・3面をご覧ください。

東京土建の日
写真特集
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酒蔵の中を見学

バーベキュー後に記念撮影。皆さん、楽しめましたか？

　

10
月
14
日
の
土

曜
日
に
、
東
久
留

米
の
「
焼
肉
万
開
」

で
青
年
部
の
焼
肉

交
流
会
を
開
き
ま

し
た
。
大
人
8
人
、

子
ど
も
2
人
の
参

加
で
、
飲
み
な
が

ら
組
合
活
動
の
こ

と
、
仕
事
の
こ
と
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

こ
と
を
話
せ
た
良

い
交
流
会
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
次
は
初
め
て

の
方
も
誘
っ
て
盛
り
上
が
り
た

い
で
す
。

　

青
年
部
で
は
、
交
流
会
以
外

に
も
マ
リ
ン
レ
ク
や
ス
キ
ー
ス

ノ
ボ
な
ど
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
初
め
て

の
方
も
大
歓
迎
で
す
！

青
年
部
長　

佐
藤  

峻
史

れ
合
い
の
体
力
低
下
を
心
配
し

て
の
こ
と
な
の
か
、
今
回
は
夫

婦
お
揃
い
の
参
加
が
目
立
ち
ま

し
た
。

　

10
月
22
日
の
雲
一
つ
な
い
快

晴
の
日
曜
日
。
紅
葉
に
は
少
し

早
い
が
、
バ
ス
は
車
窓
に
秋
景

色
を
映
し
な
が
ら
、秩
父
の
「
酒

づ
く
り
の
森　

酒
蔵
資
料
館
の

見
学
」
〜
「
和
菓
子
・
栗
助
で

の
買
い
物
」
を
経
て
、
B
B
Q

会
場
の
「
長
瀞
古
沢
園
」
に
到
着
。

参
加
者
一
同
は
、
牛
カ
ル
ビ
、

豚
肩
ロ
ー
ス
、
野
菜
と
キ
ノ
コ

の
盛
り
合
わ
せ
料
理
に
舌
鼓
を

う
ち
、
ビ
ー
ル
、
日
本
酒
、
焼

酎
の
飲
み
放
題
で
楽
し
く
交
流

し
ま
し
た
。

　

建
設
職
人
と
し
て
、
笑
い
あ

り
涙
あ
り
の
人
生
を
生
き
抜
い

て
き
た
シ
ニ
ア
の
猛
者
は
今
日

も
元
気
い
っ
ぱ
い
！
ま
だ
ま
だ

仕
事
も
酒
も
若
い
者
に
は
負
け

な
い
心
意
気
！
（
心
意
気
だ
け

ネ
）。
も
ち
ろ
ん
組
合
活
動
も

負
け
な
い
ぞ
！
（
決
意
だ
け
ヨ
）。

シ
ニ
ア
友
の
会
の
会
員
も
増
え

た
！
（
高
齢
化
だ
か
ら
サ
）。

シ
ニ
ア
友
の
会
事
務
局
長

坂
内  

三
夫

　

シ
ニ
ア
友

の
会
主
催
の

「
B
B
Q
バ

ス
ハ
イ
ク 

in　

秩

父
」

は
、
募
集
定

員
45
人
が

早
々
に
満
席

と
な
る
大
好

評
。
仲
が
良

い
証
明
か
、

そ
れ
と
も
連

　

横
田
基
地
周
辺
の
地
下
水
か

ら
、
発
癌
性
が
疑
わ
れ
る
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
（
P
F
A
S
・

ピ
ー
フ
ァ
ス
）
が
検
出
さ
れ
た

問
題
で
、
多
摩
地
域
に
住
む
住

民
が
自
主
的
に
血
中
濃
度
を
検

査
し
た
。
そ
の
結
果
、
取
水
を

停
止
し
た
井
戸
の
あ
る
国
分
寺
、

立
川
、府
中
、小
平
、国
立
、調
布
、

あ
き
る
野
の
7
市
の
住
民
は
、

平
均
29
・
3
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
い

う
高
い
血
中
濃
度
が
検
出
さ
れ

た
。

　

P
F
A
S
は
天
然
に
は
ほ
と

ん
ど
存
在
せ
ず
、
人
間
が
作
り

出
し
た
化
合
物
で
、
水
や
油
を

は
じ
き
、
熱
や
化
学
物
質
に
も

強
く
、
消
火
剤
や
フ
ラ
イ
パ
ン

な
ど
の
日
用
品
か
ら
半
導
体
製

造
ま
で
幅
広
く
使
用
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
自
然
界
で
分
解
さ

れ
に
く
く
、
環
境
中
や
生
物
の

体
内
に
蓄
積
す
る
厄
介
な
特
徴

が
あ
り
、
腎
臓
や
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
上
昇
な
ど
の
リ
ス
ク

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

米
国
や
ド
イ
ツ
で
は
1
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
20
ナ
ノ
グ
ラ

ム
を
こ
え
る
と
健
康
被
害
の
恐

れ
が
あ
る
と
し
て
規
制
さ
れ
て

い
る
が
、
日
本
で
は
血
中
濃
度

の
指
標
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。

米
国
は
自
国
内
で
は
規
制
し
な

が
ら
、
在
日
米
軍
基
地
で
は

P
F
A
S
を
泡
消
火
訓
練
な
ど

で
大
量
に
使
用
し
て
お
り
、
重

要
な
汚
染
源
と
推
定
さ
れ
る
。

東
京
だ
け
で
な
く
、
沖
縄
の
普

天
間
基
地
や
神
奈
川
の
座
間
基

地
周
辺
の
水
も
、
P
F
A
S
に

汚
染
さ
れ
て
い
る
事
実
が
判
明

し
て
い
る
。

　

し
か
し
米
軍
は
基
地
が
汚
染

源
と
は
認
め
な
い
。
真
相
を
追

及
し
た
く
て
も
、
日
米
地
位
協

定
に
よ
っ
て
米
軍
が
応
じ
な
け

れ
ば
基
地
内
へ
の
立
ち
入
り
調

査
も
で
き
な
い
。
こ
れ
ま
で
も
、

犯
罪
を
お
か
し
た
米
兵
が
基
地

内
に
逃
げ
込
む
と
日
本
の
警
察

は
捜
査
が
で
き
な
い
と
か
、
米

軍
機
の
墜
落
事
故
は
米
側
の
同

意
な
し
に
は
現
場
検
証
も
で
き

な
い
な
ど
、
地
位
協
定
の
不
平

等
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
日

本
政
府
は
国
民
の
安
全
よ
り
米

軍
の
特
権
を
優
先
す
る
卑
屈
な

姿
勢
だ
。

　

P
F
A
S
汚
染
の
危
険
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
の
は
人
間
だ
け

で
な
い
。
北
極
グ
マ
、
ト
ラ
、

サ
ル
、
パ
ン
ダ
、
イ
ル
カ
な
ど
、

世
界
中
で
3
3
0
種
以
上
の
野

生
生
物
で
汚
染
が
確
認
さ
れ
た

と
報
告
さ
れ
た
。
清
瀬
も
東
久

留
米
も
米
軍
基
地
の
あ
る
三
多

摩
に
存
在
す
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト

問
題
に
取
り
く
む
東
京
土
建
に

と
っ
て
、
P
F
A
S
汚
染
は

け
っ
し
て
他
人
事
で
は
な
い
。

三
葉
分
会　

坂
内  

三
夫

　

清
里
分
会
で
は
、
春
の

分
会
総
会
で
新
た
に
「
群

役
員
の
持
ち
回
り
制
」
を

決
め
ま
し
た
。
特
定
の
人

に
役
割
が
集
中
し
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
で
、
提
案

し
た
時
は
反
対
意
見
も
あ

り
脱
退
す
る
人
も
い
ま
し

た
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
の

人
に
理
解
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
で
で
き

て
い
な
か
っ
た
イ
ベ
ン
ト

を
や
ろ
う
と
い
う
話
も
あ

り
ま
す
。
9
月
に
は
西
武

園
ゆ
う
え
ん
ち
で
分
会
レ

ク
を
開
き
、
12
月
に
も
交

流
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を

や
る
た
め
に
話
し
合
っ
て

い
ま
す
。
分
会
の
み
な
さ

ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

清
里
分
会　

伊
藤  

康
裕

楽
し
く
バ
ス
ハ
イ
ク

〜
シ
ニ
ア
友
の
会

－日米地位協定の壁－
PFAS汚染

青
年
部
で
一
緒
に

 

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？
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笑顔ひろがる
重機体験

お菓子撒きに
大興奮子供に大人気の

どけんたろうも
やってきた！

会場を彩る
奏でと舞い

消防服で
記念撮影

上手に
削れるかな？

巨大カラー
わたあめにビックリ

　10月1日（日）、東久留米市西部地域センター前
ひろばで「第5回東京土建の日」が開催されました。
当日は過ごしやすい気温のなか、歌や踊りのパ
フォーマンスやグルメ屋台、工作体験や消防車・起
震車体験など多くの催しが行われました。
　一日を通して、1500人を超える来場者、150人を
超える組合内外の協力者にご協力いただき、無事閉
幕しました。開催にあたりご協力いただいた皆様、
本当にありがとうございました。

10.1
第5回 東京土建の日
大盛況で開催！

清久留らいふ 2023 年 11月13日  ⑵第 568 号 清瀬久留米支部機関紙清久留らいふ⑶  2023 年 11月13日 清瀬久留米支部機関紙 第 568 号




